
第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書
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注

該当するロには，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。
「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。
「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の量又は原単位の数値の平均をいいます。
「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。

□新絹「 変更
（宛先）京者ｊ府知事 平Rけ，４１垣１日９７円

1土1ﾂＴ（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

京都府福知山市長田野町工丁目４１番地口
氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）
カワイ電線株式会社
代表取締社長へ小池■一志

電話ＴＯ６－６３２８－１４２１

主たる業種 電線(9);1ケ岸プル製造業■(光ファイバケーブルを除く）
|細谷逼蕃号 ，qｎｌ 

Ｏ 

4１１ 

事業者の区分

;□2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則；□2条第１項第２号又は第３号
;□2条第１項第４号

計画期間 平成23年４月から平成26年３月まで

基本方針温室効果ガス排出量を２％削減する。

計画を推進するた
めの体制 取締役総務部長を中心に全社で地球温暖化対策を計画・実施する。

温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出の量

畢栗７古動に伴つ排出の童

許1曲の対象となる排出の量

目標の根拠

基準年度

(22）年度
第１年度

(23）年度
第２年度

(24）年度
第３年度

(25）年度
増減率

1,891.0トン 1.891.0トン 1，８９１．０トン 1,769.9トン -2.1パーセント

1,891.0トン 1,891.0トン 1,891.0トン 1,769.9トン -２．１パーセント

･省エネルギー対策の軍備を開始し、社内での省エネについて啓蒙活動を行う。
･製造設備の見直しを行いl、実施可能な省エネ対策を実施して削減を目指す。

原単位当たりの温
室効果ガス排出量
等

事業の用に供す
る建築物の用途 原単位の指標

工場
事業活動に伴う排出の量

（出荷銅量トン/１０）
事業活動に伴う排出の量

（） 

原単位の指標及び目標の根拠

基準年度

(22）年度
第１年度

(23）年度
第２年度

(24）年度
第３年度

(25）年度
増減率

3．９０ 3．９０ 3．９０ 3．６５ －１．７１パーセント

パーセント

.照明ｂ空調設備の適正な運転管理や製造設備の改善を行い削減を目指します｡ 

重点的に実施する取組の実施計画

基準年度

(22）年度

4.0パーセン 卜

第１年度
(23）年度

8.0 
〃§－

セント

第２年度

(24）年度

16.0 
’《－

セント

第３年度

(25）年度

100.0 
'８－ 

セント

備考

具体的な取組及び
措置の内容

(２３）年度

(２４），年度

．．!；－－． づぃ心ゴバ（i２５W）沁年度■□

エネルギー使用量の把握

省エネルギー対策の準備Ｐ啓蒙活動を開始

可能な製造設備の省エネ対策の実施

通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し

ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由

エコ運転の啓蒙活動を実施

公共機関等がなく不便で、
ネルギー対策を行います。

自家用車以外の手段が無い状態で可能な省エ

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるもの

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温
室効果ガスの吸収効果分の購入によるも
の

合計

第１年度

(23）年度

0.0トン

060トン

0.0トン

いいｗ060トン

００トン

0.0トン

第２年度

(24）年度

0.0トン

0.0トン

0.0トン

0.0トン

0.0トン

0.0トン

第３年度

(25）年度

0.0トン

0.0トン

0.0トン

0.0トン

060」トン

0.0トン

備考

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動
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巨度を基準とすることに決定しました。


